
プログラム様式

メッセージ

幼児 15 人 ／ 支援者 2 人

森･社寺
林･公園

山・里山 川 湖･池
田畑･
野原

園庭･
公園

フィールド

実施可能時期

ね
ら
い

様々な自然の違いに気づき、創意工夫する楽しさを味わう。

発見・体感
できること

・自然物に触れながら、自分の思いを表現し、おうちをつくる
・友だちと協力し、遊びの中でやりとりしながら自分の思いを出せる
場にする

参加者のめやす

実施時間 30分

・この森におうちをつくることを話す。
・おうちのイメージができるように声掛けをす
る。
・子どもたちの声を聞き、森の中の自然物を
使っておうちをつくれるように、具体的に話
す。

＜約束ごと＞
①活動範囲（赤いテープより先に行かない）
②木の枝（振り回さない、人に向けない）
③危険物
（知らない虫やキノコなどには触らない）

・材料を集めておうちをつくる。
・保育者も一緒に材料を集め、楽しさを共有す
る。
・つくりたいもののイメージを共有する。

・子どもたちの声によって、次の遊び（活動）
につなげていく。

・目印テープ（ひも）

対象年齢

プログラム名 世界にひとつだけのおうちをつくろう！ 時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

年長

【園や家庭へ帰ってから】
〇園へ帰ってから
・園から使えるものを持って行って遊ぶ
・次にどんなおうちを作るか、絵に描いてみる

〇家庭へ帰ってから
・保護者の方とお話ししてもらう
・家にある物を見てきてもらう

準備物・
教材等

自然を感じる
ためのヒント

時　間 活　動 配慮･アドバイス･アレンジ

5分

20分

5分

・導入

・注意

・活動
「おうちづくり」

・振り返り
（子どもたちの声を
聞く）


